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消
費
生
活
講
座
を
開
設

　
市
で
は
、
消
費
者
の
安
全
と
利
益

を
守
る
た
め
、
消
費
者
協
会
を
設
立

し
、
消
費
生
活
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
去
る
七
月
十
日
新
潟
県
消

費
者
協
会
十
日
町
支
部
を
結
成
、
こ

の
ほ
ど
消
費
者
協
会
員
を
対
象
に
つ

ぎ
の
と
お
り
消
費
生
活
講
座
を
開
設

し
ま
し
た
。
会
員
達
は
現
在
百
五
名

で
す
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
、

消
費
生
活
の
基
本
と
な
る
知
識
の
修

得
、
資
源
の
節
約
等
積
極
的
に
す
す

め
て
い
ま
す
。

　
と
き
　
十
一
月
二
十
六
日
午
後
一

時
半
～
三
時
半
「
食
生
活
の
問
題
点
」

　
講
師
本
間
伸
夫
氏
（
新
潟
女
子
短

大
教
授
）

ゾ
㏄
し
こ
い
消
費
者
⑭

喩
め
ん
き
ア
ス
ー
結

　
　
　
○
対
象
　
新
潟
市
、
十
日
町

　
ジ

　
　
　
市
、
村
上
市
な
ど
六
地
区
。

　
　
　
○
銘
柄
　
五
十
三
名
柄
一
〇

　
　
　
六
点
を
買
い
ま
し
た
。

　
e

　
　
　
O
昧
　
J
A
S
の
あ
り
、
な

　
　
　
し
に
か
か
わ
り
な
く
味
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
差
あ
り
ま
せ
ん
。

彦
4薦煙

懸

と
こ
ろ
　
市
民
会
館

会
員
を
募
集
し
ま
す

　
新
潟
県
消
費
者
協
会
十
日
町
支
部

（
藤
田
支
部
長
）
は
、
消
費
者
協
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

結
構
で
す
。
希
望
者
は
、
会
費
五
百

円
を
添
え
市
役
所
商
工
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

η
月
の
休
日
救
急
医

30　　24　　23　　16

日　日　日　日

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
曾
2
の
2
1
7
4
番

池
田
医
院
本
町
西
よ

　
　
曾
2
の
2
5
8
1
番

中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
曾
7
の
3
0
1
8
番

富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
曾
2
の
3
2
6
9
番

「
衣
服
の
知
識
」
に
つ
い
て
熱
心

に
学
習
す
る
会
員
た
ち
1
0
／
2
5

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
税
局
相
談
官
が
つ
ぎ
の
と
お
り

税
務
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
税
金
（
国
税
）
の
苦
情
や
相
談
な

ど
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
（
関
東
信
越
国
税
長
岡
派
遣
税
務

　
相
談
室
）

　
と
き
　
十
一
月
二
十
一
日
午
前
十

　
　
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

　
と
こ
ろ

　
　
十
日
町
市
役
所
　
市
民
相
談
室

　
在
宅
身
障
者
に
福
祉

　
手
当
を
支
給

　
昭
和
五
十
年
十
月
か
ら
、
在
宅
重

度
障
害
者
に
福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
該
当
者
は
、
印
鑑
及
び
戸
籍

謄
本
等
の
代
金
二
百
円
を
持
参
の
う

え
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
身
障
、
療
育
、
障

害
福
祉
年
金
手
帳
の
あ
る
方
は
持
参

く
だ
さ
い
。

　
支
給
要
件

　
○
身
体
（
精
神
）
に
重
度
の
障
害

を
も
ち
、
日
常
生
活
に
常
時
介
護
を

要
す
る
日
本
人
。

　
○
在
宅
の
重
度
障
害
者
で
他
の
制

度
に
よ
る
給
付
を
受
け
て
い
な
い
方

（
障
害
福
祉
年
金
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
は
併
給
可
能
）
。

　
食
卓
を
豊
か
に
す
る

　
料
理
展
を
開
催

　
調
理
師
会
十
日
町
支
部
で
は
、
合

理
的
な
調
理
技
術
の
普
及
と
食
生
活

改
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
つ
ぎ

の
と
お
り
「
食
卓
を
豊
か
に
す
る
料

理
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、

山
菜
の
即
売
、
中
華
料
理
の
実
演
も

行
な
い
ま
す
の
で
、
多
数
お
い
で
く

だ
さ
い
。

　
と
き

　
十
一
月
二
十
三
日
（
日
）
午
前
十

　
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

　
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

飾輔諸
　　　　ヤ葛漫．研イ乍
ノ秋　　「／ハ　　　　赫

・ぞ％》憾
壁　＠、欝
94　　・へぐ

鱗沸・隣
　馬

畿慮＼誓
冷く　　　ビト～一7　に

り　　　　1
　載猶グ
　　　、　＼　　’ゆ亀

勾　　、驚ε
2鮮厳畿
　　　　　燐奮

　σ

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

　
▽
市
農
協
海
洋
博
団
一
行
…
…
六

千
円
▽
上
村
成
之
助
（
貝
ノ
川
）
香
典

返
し
…
…
十
万
円
▽
富
沢
正
平
（
西

寺
町
）
香
典
返
し
…
…
二
十
万
円
▽

匿
名
…
…
干
五
百
円
▽
高
山
体
育
協

会
…
…
二
万
円
▽
関
口
商
店
（
老
人

ホ
ー
ム
ヘ
）
…
…
菓
子
四
万
円
相
当

▽
竹
内
銀
風
（
山
本
四
）
…
…
四
千
円

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　
十
一
月
十
五
日
か
ら
十
二
月
十
五

日
ま
で
、
千
手
ト
ン
ネ
ル
付
近
は
、

道
路
工
事
の
た
め
、
全
面
通
行
止
め

と
な
り
ま
す
。
迂
回
路
は
、
大
型
車

輌
を
除
き
、
小
泉
回
り
と
な
り
ま
す
。

（
大
型
車
は
栄
橋
回
り
）
な
お
迂
回
路

は
三
十
♂
折
速
度
制
限
さ
れ
ま
す
。

菅
村
氏
に
勲
五
等

　
　
　
　
　
　
　
黛

　
こ
の
ほ
ど
、
恒
例
の
秋
の
叙
勲
が

行
な
わ
れ
、
本
市
で
は
、
菅
村
新
蔵

氏
（
西
寺
町
）
が
勲
五
等
双
光
旭
日

章
を
受
章
し
ま
し
た
。
菅
村
氏
は
、

長
年
消
防
団
関
係
に
貢
献
し
た
功
績

に
よ
る
も
の
。

　
石
坂
賢
次
氏
が
知
事
表
彰

　
去
る
三
日
、
県
知
事
表
彰
が
行
な

わ
れ
、
本
市
で
は
、
石
坂
賢
次
氏
（
春

日
贋
．
）
が
、
交
通
安
全
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
十

日
町
市
文
化
財
調
査
審
議
会
委
員
の

山
口
賢
俊
氏
（
新
発
田
市
）
は
、
同
じ

く
文
化
功
労
者
と
し
て
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
本
市
の
社
会
教
育
活

動
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
桑
原
貞
子
氏

（
三
条
市
）
は
こ
の
ほ
ど
選
挙
功
労

者
と
し
て
藍
綬
褒
章
を
受
け
ま
し
た
。

市
民
と
の
パ
イ
プ
を
充
実

　
新
た
に
お
知
ら
せ
版
発
行

　
市
で
は
、
十
一
月
か
ら
「
市
報
お

知
ら
せ
版
」
を
毎
月
発
行
（
型
式
は
、

B
五
版
四
～
八
頁
、
二
十
五
日
発
行
）

し
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
は
、
毎
月
十
日
発
行
の

「
市
報
」
と
回
覧
文
書
等
に
よ
っ
て
、

お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
回
覧

文
書
等
を
極
力
無
く
す
る
方
向
で
、

市
役
所
行
政
事
務
調
査
改
善
委
員
会

等
で
検
討
し
た
結
果
、
今
後
、
市
民

向
け
文
書
は
原
則
と
し
て
、
現
在
の

「
市
報
」
と
新
規
の
「
お
知
ら
せ
版
」

に
編
集
、
整
理
し
発
行
す
る
こ
と
で
、

市
民
と
の
パ
イ
プ
を
さ
ら
に
充
実
。

市
民
に
迅
速
に
し
か
も
わ
か
り
易
く

P
・
R
す
る
と
共
に
市
政
事
務
嘱
託

員
事
務
の
繁
雑
さ
を
軽
減
し
よ
う
ど

い
う
も
の
で
す
。

早
期
配
布
に
ご
協
力
を

　
「
市
報
」
　
「
市
報
お
知
ら
せ
版
」

の
内
容
は
、
日
時
を
伴
う
も
の
が
多

く
あ
り
ま
す
。
お
お
む
ね
発
行
日
か

ら
五
日
間
（
郵
送
、
配
布
期
間
）
の

余
裕
を
み
て
い
ま
す
が
、
早
期
配
布

等
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■市勢／人ロー50，468人（男24，534・女25，934）／世帯数…・11，527／面積一211．44K㎡（10月旧現在
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　　灘
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畑

師
走
の
風
な
ん
の
そ
の

　　　欝　　灘騰難

有
事
に
備
え
て

　
　
　
　
　
レ
イ
ン
ジ
ヤ
ー
訓
練

樋

難翁

懸 曜
灘
．

灘
謎

騰遜

　　　　辮　灘嚢　鰻鐡鞭

灘讐

灘騒蝿
　
羅

　
　
毒

○
－

と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い

…
O

O…・身を切るように冷たい師

走の風が吹きぬける12月2日
早朝、ここ地域広域消防署で、

冬季間の出火予防と人命安全
の確保をはかることを目的に、

消火とレインジャー訓練が行

なわれました．

o一消防署員は、昭和46年、レ

インジャー訓練を実施して以

来、週8時間の猛訓練を積み重

ねています．

　「空中に張られた1本のロー

ブをすべるように渡り、すば

やく消防庁舎屋上まで登る、

そして垂直降下」

　こんな身軽な動作を10㍍下

から見あげていた村山署長は
「高層ビルの救助活動に備え

て」と力強く話してくれまし
た。

騰嚢
蕪
饗
欝
藝

叢、…、難

命綱の上をすべるように渡る

根津、山田、江村消防士。

難

膨
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將軍艦備えて
　　　　新潟地方気象台発表の北陸地方3ヵ月予報によると、

　　　12月後半から1月上旬と、1月末から2月初めには一時大

　　　雪の降るおそれがあるといっています。

　　　　市では、市民生活の安全と交通の確保を図るため除

　　　雪対策室を設け、いろいろの対策をたてています一・

み
ん
な
で
冬
期
交
通
の
確
保
を

市
道
の

除
　
雪

昨
年
よ
り
六
八
O
材
延
長

　
こ
と
し
も
去
る
十
二
月
一
日
市
役

所
に
除
雪
対
策
室
（
窓
口
は
建
設
課
）

を
設
置
し
ま
し
た
。
市
道
の
除
雪
は

市
役
所
建
設
課
を
中
心
に
昨
年
よ
り

O
・
六
八
キ
。
財
多
い
二
百
八
十
二
・

四
六
キ
。
堵
を
除
雪
し
ま
す
。
市
役
所

除
雪
隊
は
、
昼
夜
交
替
で
総
勢
三
十

一
名
（
オ
ペ
レ
ー
タ
i
十
五
名
、
誘

導
員
十
六
名
）
編
成
。
ロ
ー
タ
リ
ー

や
高
速
グ
レ
ー
ダ
ー
を
含
め
、
九
台

の
除
雪
機
械
を
中
心
に
積
雪
の
状
況

活躍する市役所除雪隊一。（繍昆内で）

積雪の状況によっては、午前2時頃から出動し
市民の足を確保する。

に
よ
っ
て
は
、
午
前
二
時
頃
か
ら
出

動
し
冬
期
交
通
を
確
保
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
民
間
保
有
の
除
雪
機
械
を
借

り
あ
げ
除
雪
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、

山
間
地
域
で
除
雪
の
で
き
な
い
路
線

の
機
械
圧
雪
に
力
を
入
れ
る
ほ
か
、

ス
ノ
ー
ボ
：
ト
、
雪
上
車
の
配
置
な

ど
を
行
な
い
、
急
患
輸
送
体
制
に
万

全
を
期
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
除
雪
方
法
は
、
第
一
種
、
第
二
種
、

第
三
種
、
委
託
、
雪
割
除
雪
路
線
と

第
一
種
圧
雪
、
第
二
種
圧
雪
の
七
種

類
に
区
分
し
除
雪
を
進
め
ま
す
。
ま

た
豪
雪
の
場
合
、
生
活
物
資
の
輸
送

道
路
、
主
要
幹
線
道
の
除
雪
を
重
点

に
進
め
ま
す
。

国
県
道
の
除
雪

　
十
日
町
土
木
事
務
所
で
は
、
最
新

鋭
の
ロ
ー
タ
リ
i
車
を
含
む
四
十
台

の
除
雪
機
械
を
ぞ
れ
ぞ
れ
十
日
町
、

津
南
、
川
西
町
、
中
里
村
に
配
置
し

総
延
長
百
八
十
九
・
一
キ
。
掴
を
除
雪

し
ま
す
。

路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い

　
　
　
　
　
　
路
上
駐
車
は
絶
対

　
　
　
　
　
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
も
し
、
除
雪
作
業
の

　
　
　
　
　
た
め
、
路
上
駐
車
禁

　
　
　
　
　
止
場
所
に
駐
車
し
て

い
る
車
を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の

修
理
代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に

要
し
た
費
用
等
み
な
さ
ん
の
ご
負
担

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
路
上
駐
車
禁

止
場
所
は
、
当
該
地
点
に
道
路
標
識

で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
が
、
市
及
び

土
木
事
務
所
、
警
察
署
で
は
、
事
業

所
等
の
協
力
を
得
て
、
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
を
強
化
し
、
路
上
駐
車
を
排
除

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
公
安
委
員
会
は
、
通
年
駐

車
禁
止
区
域
の
ほ
か
冬
期
臨
時
駐
車

禁
止
区
域
（
別
表
）
を
定
め
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
（
十
日
町
市
・
十
日
町
土
木
事
務

所
・
十
日
町
警
察
署
）

自
分
の
家
の
前
は
自
分

　
で
除
雪
を

　
除
雪
に
よ
り
、
各
家
庭
の
玄
関
に

寄
せ
ら
れ
た
雪
は
、
各
自
で
処
理
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

　
昨
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
、
市
内
で
六
棟
の
家
屋
が
全

半
壊
し
ま
し
た
。
特
に
、
雪
お
ろ
し

は
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

除
雪
や
消
雪
を
し
た
道
路
に
雪
を
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
、
。
や
む
を
得
ず

路
上
に
雪
を
お
ろ
す
場
合
、
路
側
へ

積
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
流
雪
溝
の
使
用
に
つ
い
て

　
昨
年
一
月
の
ど
か
雪
時
に
は
、
無

秩
序
な
流
雪
溝
や
道
路
側
溝
の
流
雪

使
用
に
よ
り
、
多
く
の
住
宅
浸
水
事

過去5年間の雪況
即
年
度

降　　雪 根　　　雪 積雪深の極

初雪の

月　日

終日の
月　日

初日の

月　日

終日の
月　日

根雪
期間

極 起月日

45 11．11 3．24 11．29 4．14 137 　鷹261 2．11

46 11．8 4．10 11．29 3．28 121 91 12．23

47 11．22 3．27 12．13 4．6 115 121 3．7

48 11．18 4．2 11．19 4．25 158 294 2．14

49 11．12 4．1 12．6 4．17 133 260 3．2

平均 11．14 3．31 12．1 4．12 133 205 2．10

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
使
用
の
際
は

下
流
の
こ
と
を
考
え
正
し
く
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他

　
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
。
特
に

子
ど
も
等
は
絶
対
近
寄
ら
せ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
消
火
栓
は
、
は
っ
き
り

わ
か
る
よ
う
目
じ
る
し
を
。

　
雪
お
ろ
し
の
際
は
電
線
等
に
注
意

　
冬
期
間
は
雪
お
ろ
し
等
の
不
注
意

か
ら
、
電
線
や
電
話
線
の
断
線
事
故

が
多
発
し
危
険
で
す
。
雪
お
ろ
し
の

際
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※観測地……林業試験場十日町試験地

※降　雪……初雪の降った日と…冬のうちで最

　　　　　後に降雪のあった日
※根　雪……根雪の降り初めた日と雪が全部消

　　　　　　えプこ日

※積雪深の極………冬のうちで積雪量の最高を

　　　　　　記録し1こ日と量

雪
と
交
通
の
お
知

ら
せ
版
を
設
置

　
林
業
試
験
場
十
日
町
試
験
地
や
市

立
気
象
観
測
所
か
ら
収
集
し
た
降
積

雪
量
や
国
県
道
の
交
通
状
況
、
飯
山

線
の
運
行
状
況
、
バ
ス
路
線
の
運
行

状
況
な
ど
雪
に
関
す
る
情
報
は
、
市

役
所
正
面
入
口
、
第
四
銀
行
前
、
十

日
町
駅
前
に
設
置
す
る
「
雪
と
交
通

の
お
知
ら
せ
」
板
で
市
民
の
み
な
さ

ん
に
毎
日
（
休
日
を
除
く
）
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

ことしも雪と交通のお知

らせ版を市内3ヵ所に設

置し、雪に関する惰報を

市民のみなさまにお知ら

せします。

（第3種郵便物認可）昭和50年12月10日とお』6夢お3

冬
鷹
類
魏
糖
嬢
躍

　
冬
期
間
孤
立
状
態
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
集
落
を
対
象
に
、
市
で
は
、
住

民
の
安
全
と
生
活
環
境
の
維
持
向
L

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
冬
期

集
落
保
安
．
要
員
制
度
を
新
設
し
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
保
安
要
員
と
し

て
の
業
務
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
安
．
要
員
を
設
置
す
る
集
落
は
、

数
人
の
徒
歩
に
よ
る
強
行
ラ
ッ
セ
ル

を
行
な
っ
て
も
、
郵
便
物
や
生
活
物

資
の
搬
人
が
き
わ
め
て
困
難
な
辺
地

、
．
一
ト
し
部
落
で
す
。
、
．
一
卜
人
の
保
安

要
員
は
、
道
路
の
圧
雪
、
要
援
護
世

帯
の
除
雪
、
急
患
輸
送
等
に
つ
い
て

活
躍
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
保
安
．
要
員
だ
け
の
責
任
と

せ
ず
、
地
域
住
民
の
特
段
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
．
、

十日町市除雪計画路線略図

十日町小
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国
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十日町

水
道
蛇
口
の
凍
結

防
止
を

各
家
庭
の
水
道
蛇
口
は
、
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た
め
、
凍
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
管
や
蛇
口
の
部
分
に
保
温
材

　
　
　
　
　
　
　
を
つ
け
る
な
ど
凍
結
防
止
に
つ
と
め

　
　
　
寒
さ
の
　
　
て
く
だ
さ
い
。

羅
脚
漫
・
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
だ
れ
は
新
雪
で
も
発
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
危
険
な
状
態
と
な
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
は
、
ナ
ダ
レ
危
険
防
止
標

羅

識
を
設
置
し
ま
す
が
、
道
路

に
な
だ
れ
危
険
箇
所
が
あ
る

と
こ
ろ
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
通
学
路
に
危
険
な

場
所
が
あ
る
と
き
は
、
児
童
、

生
徒
に
注
意
。
安
全
な
ま
わ

り
道
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

踏
切
に
注
意

　
例
年
冬
に
な
る
と
踏
切
事

轄

／
／
r

下条←

□国県道除雪路線

囲第1種除雪路線

囮第2種除雪路線

このほか、第3種除雪路線
として、上新田7号線ほか

4路線を除雪します。

之古

盟川西町境

大淵
ガソりンスタント
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囮冬期闘駐車禁止区堀

團通年駐寧禁止区域

故
が
急
増
し
ま
す
。
長
野
鉄
道
管
理
　
　
嘱
し
、
遮
断
機
、
警
報
機
の
除
雪
（
踏

局
で
は
今
年
も
交
通
量
の
多
い
高
田
　
　
切
内
の
除
雪
は
除
く
）
を
し
て
、
踏

町
、
稲
荷
町
な
ど
市
内
十
五
ヵ
所
の
　
切
の
交
通
安
全
に
努
め
る
こ
と
に
し

踏
切
に
冬
期
踏
切
除
雪
協
力
員
を
委
　
　
て
い
ま
す
。

－
汲
取
り
の
申
し
込
み
は
直
接
業
者
へ

　
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
は
便
槽
の
汲

取
り
も
済
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
、
終
っ
て
い
な
い
方
は
、
直
接

業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
料
金
は
現
金
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
家
を
建
築
さ
れ
る
方
に
お
願
い

　
便
槽
は
あ
る
程
度
大
き
め
に

　
最
近
の
住
宅
の
な
か
に
は
、
便
槽

が
非
常
に
小
さ
く
、
ま
た
、
汲
取
り

口
を
ホ
ー
ス
が
入
る
だ
け
と
い
う
造

り
を
し
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
冬
期
間
を
考
え
る
と
余
裕
の

あ
る
大
き
さ
に
し
て
あ
れ
ば
安
心
だ

と
田
心
い
ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ス
が
入
る

だ
け
で
は
な
か
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
家
を

建
築
さ
れ
る
方
な
ど
ご
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。
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（2）とお∬』院監（第3種郵便物認可）昭和50年12月10日

將軍艦備えて
　　　　新潟地方気象台発表の北陸地方3ヵ月予報によると、

　　　12月後半から1月上旬と、1月末から2月初めには一時大

　　　雪の降るおそれがあるといっています。

　　　　市では、市民生活の安全と交通の確保を図るため除

　　　雪対策室を設け、いろいろの対策をたてています一・

み
ん
な
で
冬
期
交
通
の
確
保
を

市
道
の

除
　
雪

昨
年
よ
り
六
八
O
材
延
長

　
こ
と
し
も
去
る
十
二
月
一
日
市
役

所
に
除
雪
対
策
室
（
窓
口
は
建
設
課
）

を
設
置
し
ま
し
た
。
市
道
の
除
雪
は

市
役
所
建
設
課
を
中
心
に
昨
年
よ
り

O
・
六
八
キ
。
財
多
い
二
百
八
十
二
・

四
六
キ
。
堵
を
除
雪
し
ま
す
。
市
役
所

除
雪
隊
は
、
昼
夜
交
替
で
総
勢
三
十

一
名
（
オ
ペ
レ
ー
タ
i
十
五
名
、
誘

導
員
十
六
名
）
編
成
。
ロ
ー
タ
リ
ー

や
高
速
グ
レ
ー
ダ
ー
を
含
め
、
九
台

の
除
雪
機
械
を
中
心
に
積
雪
の
状
況

活躍する市役所除雪隊一。（繍昆内で）

積雪の状況によっては、午前2時頃から出動し
市民の足を確保する。

に
よ
っ
て
は
、
午
前
二
時
頃
か
ら
出

動
し
冬
期
交
通
を
確
保
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
民
間
保
有
の
除
雪
機
械
を
借

り
あ
げ
除
雪
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、

山
間
地
域
で
除
雪
の
で
き
な
い
路
線

の
機
械
圧
雪
に
力
を
入
れ
る
ほ
か
、

ス
ノ
ー
ボ
：
ト
、
雪
上
車
の
配
置
な

ど
を
行
な
い
、
急
患
輸
送
体
制
に
万

全
を
期
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
除
雪
方
法
は
、
第
一
種
、
第
二
種
、

第
三
種
、
委
託
、
雪
割
除
雪
路
線
と

第
一
種
圧
雪
、
第
二
種
圧
雪
の
七
種

類
に
区
分
し
除
雪
を
進
め
ま
す
。
ま

た
豪
雪
の
場
合
、
生
活
物
資
の
輸
送

道
路
、
主
要
幹
線
道
の
除
雪
を
重
点

に
進
め
ま
す
。

国
県
道
の
除
雪

　
十
日
町
土
木
事
務
所
で
は
、
最
新

鋭
の
ロ
ー
タ
リ
i
車
を
含
む
四
十
台

の
除
雪
機
械
を
ぞ
れ
ぞ
れ
十
日
町
、

津
南
、
川
西
町
、
中
里
村
に
配
置
し

総
延
長
百
八
十
九
・
一
キ
。
掴
を
除
雪

し
ま
す
。

路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い

　
　
　
　
　
　
路
上
駐
車
は
絶
対

　
　
　
　
　
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
も
し
、
除
雪
作
業
の

　
　
　
　
　
た
め
、
路
上
駐
車
禁

　
　
　
　
　
止
場
所
に
駐
車
し
て

い
る
車
を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の

修
理
代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に

要
し
た
費
用
等
み
な
さ
ん
の
ご
負
担

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
路
上
駐
車
禁

止
場
所
は
、
当
該
地
点
に
道
路
標
識

で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
が
、
市
及
び

土
木
事
務
所
、
警
察
署
で
は
、
事
業

所
等
の
協
力
を
得
て
、
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
を
強
化
し
、
路
上
駐
車
を
排
除

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
公
安
委
員
会
は
、
通
年
駐

車
禁
止
区
域
の
ほ
か
冬
期
臨
時
駐
車

禁
止
区
域
（
別
表
）
を
定
め
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
（
十
日
町
市
・
十
日
町
土
木
事
務

所
・
十
日
町
警
察
署
）

自
分
の
家
の
前
は
自
分

　
で
除
雪
を

　
除
雪
に
よ
り
、
各
家
庭
の
玄
関
に

寄
せ
ら
れ
た
雪
は
、
各
自
で
処
理
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

　
昨
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
、
市
内
で
六
棟
の
家
屋
が
全

半
壊
し
ま
し
た
。
特
に
、
雪
お
ろ
し

は
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

除
雪
や
消
雪
を
し
た
道
路
に
雪
を
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
、
。
や
む
を
得
ず

路
上
に
雪
を
お
ろ
す
場
合
、
路
側
へ

積
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
流
雪
溝
の
使
用
に
つ
い
て

　
昨
年
一
月
の
ど
か
雪
時
に
は
、
無

秩
序
な
流
雪
溝
や
道
路
側
溝
の
流
雪

使
用
に
よ
り
、
多
く
の
住
宅
浸
水
事

過去5年間の雪況
即
年
度

降　　雪 根　　　雪 積雪深の極

初雪の

月　日

終日の
月　日

初日の

月　日

終日の
月　日

根雪
期間

極 起月日

45 11．11 3．24 11．29 4．14 137 　鷹261 2．11

46 11．8 4．10 11．29 3．28 121 91 12．23

47 11．22 3．27 12．13 4．6 115 121 3．7

48 11．18 4．2 11．19 4．25 158 294 2．14

49 11．12 4．1 12．6 4．17 133 260 3．2

平均 11．14 3．31 12．1 4．12 133 205 2．10

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
使
用
の
際
は

下
流
の
こ
と
を
考
え
正
し
く
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他

　
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
。
特
に

子
ど
も
等
は
絶
対
近
寄
ら
せ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
消
火
栓
は
、
は
っ
き
り

わ
か
る
よ
う
目
じ
る
し
を
。

　
雪
お
ろ
し
の
際
は
電
線
等
に
注
意

　
冬
期
間
は
雪
お
ろ
し
等
の
不
注
意

か
ら
、
電
線
や
電
話
線
の
断
線
事
故

が
多
発
し
危
険
で
す
。
雪
お
ろ
し
の

際
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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※降　雪……初雪の降った日と…冬のうちで最

　　　　　後に降雪のあった日
※根　雪……根雪の降り初めた日と雪が全部消

　　　　　　えプこ日

※積雪深の極………冬のうちで積雪量の最高を

　　　　　　記録し1こ日と量

雪
と
交
通
の
お
知

ら
せ
版
を
設
置

　
林
業
試
験
場
十
日
町
試
験
地
や
市

立
気
象
観
測
所
か
ら
収
集
し
た
降
積

雪
量
や
国
県
道
の
交
通
状
況
、
飯
山

線
の
運
行
状
況
、
バ
ス
路
線
の
運
行

状
況
な
ど
雪
に
関
す
る
情
報
は
、
市

役
所
正
面
入
口
、
第
四
銀
行
前
、
十

日
町
駅
前
に
設
置
す
る
「
雪
と
交
通

の
お
知
ら
せ
」
板
で
市
民
の
み
な
さ

ん
に
毎
日
（
休
日
を
除
く
）
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

ことしも雪と交通のお知

らせ版を市内3ヵ所に設

置し、雪に関する惰報を

市民のみなさまにお知ら

せします。

（第3種郵便物認可）昭和50年12月10日とお』6夢お3

冬
鷹
類
魏
糖
嬢
躍

　
冬
期
間
孤
立
状
態
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
集
落
を
対
象
に
、
市
で
は
、
住

民
の
安
全
と
生
活
環
境
の
維
持
向
L

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
冬
期

集
落
保
安
．
要
員
制
度
を
新
設
し
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
保
安
要
員
と
し

て
の
業
務
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
安
．
要
員
を
設
置
す
る
集
落
は
、

数
人
の
徒
歩
に
よ
る
強
行
ラ
ッ
セ
ル

を
行
な
っ
て
も
、
郵
便
物
や
生
活
物

資
の
搬
人
が
き
わ
め
て
困
難
な
辺
地

、
．
一
ト
し
部
落
で
す
。
、
．
一
卜
人
の
保
安

要
員
は
、
道
路
の
圧
雪
、
要
援
護
世

帯
の
除
雪
、
急
患
輸
送
等
に
つ
い
て

活
躍
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
保
安
．
要
員
だ
け
の
責
任
と

せ
ず
、
地
域
住
民
の
特
段
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
．
、

十日町市除雪計画路線略図

十日町小

市民体青館

国
道
二
五
三
号
線
　
　
　
　
　
　
↓

／
■
／
／

／　・．
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十日町中〆

／

F条←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国道117号線
　　　　　／。　　　形

　　　／ぢz一一 圃 竃，
　　　1

口
』
；
γ ・：』1冒ン

十日町駅

越後交通

Eコ
□国県道除雪路線

醗1第1種薦酬
囮第2種除雪路線

）r

↓

Ψ
味

申
　
　
　
　
　
　
　
　

衛生センター

口
このほか、第3種除雪路線
として、上新田7号線ほか

4路線を除雪します。

と箭場

　
　
　
　
糊

」
、

国
道
二
五
三
号
線

国道117号線

1↓1

十日町

水
道
蛇
口
の
凍
結

防
止
を

各
家
庭
の
水
道
蛇
口
は
、

市内駐車禁止区域
　　　嬢倉関

1六日町

織
物

∠

　　　　一・’齢rI曹，，｝
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大淵
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『；F

臼

搬旙
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十日町駅
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囮冬期雌韓止欧
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→オ

　
　
　
　
　
　
　
た
め
、
凍
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
管
や
蛇
口
の
部
分
に
保
温
材

　
　
　
　
　
　
　
を
つ
け
る
な
ど
凍
結
防
止
に
つ
と
め

　
　
　
寒
さ
の
　
　
て
く
だ
さ
い
。

羅
脚
漫
・
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
だ
れ
は
新
雪
で
も
発
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
危
険
な
状
態
と
な
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
は
、
ナ
ダ
レ
危
険
防
止
標

羅

識
を
設
置
し
ま
す
が
、
道
路

に
な
だ
れ
危
険
箇
所
が
あ
る

と
こ
ろ
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
通
学
路
に
危
険
な

場
所
が
あ
る
と
き
は
、
児
童
、

生
徒
に
注
意
。
安
全
な
ま
わ

り
道
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

踏
切
に
注
意

　
例
年
冬
に
な
る
と
踏
切
事

轄

／
／
r

下条←

□国県道除雪路線

囲第1種除雪路線

囮第2種除雪路線

このほか、第3種除雪路線
として、上新田7号線ほか

4路線を除雪します。

之古

盟川西町境

大淵
ガソりンスタント

小千谷←

搬旙

囮冬期闘駐車禁止区堀

團通年駐寧禁止区域

故
が
急
増
し
ま
す
。
長
野
鉄
道
管
理
　
　
嘱
し
、
遮
断
機
、
警
報
機
の
除
雪
（
踏

局
で
は
今
年
も
交
通
量
の
多
い
高
田
　
　
切
内
の
除
雪
は
除
く
）
を
し
て
、
踏

町
、
稲
荷
町
な
ど
市
内
十
五
ヵ
所
の
　
切
の
交
通
安
全
に
努
め
る
こ
と
に
し

踏
切
に
冬
期
踏
切
除
雪
協
力
員
を
委
　
　
て
い
ま
す
。

－
汲
取
り
の
申
し
込
み
は
直
接
業
者
へ

　
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
は
便
槽
の
汲

取
り
も
済
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
、
終
っ
て
い
な
い
方
は
、
直
接

業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
料
金
は
現
金
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
家
を
建
築
さ
れ
る
方
に
お
願
い

　
便
槽
は
あ
る
程
度
大
き
め
に

　
最
近
の
住
宅
の
な
か
に
は
、
便
槽

が
非
常
に
小
さ
く
、
ま
た
、
汲
取
り

口
を
ホ
ー
ス
が
入
る
だ
け
と
い
う
造

り
を
し
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
冬
期
間
を
考
え
る
と
余
裕
の

あ
る
大
き
さ
に
し
て
あ
れ
ば
安
心
だ

と
田
心
い
ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ス
が
入
る

だ
け
で
は
な
か
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
家
を

建
築
さ
れ
る
方
な
ど
ご
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。
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火
を
確
か
め
て

　
　
　
　
幸
せ
を
明
日
に
つ
な
ぐ
火
の
始
末

　
寒
さ
も
一
段
と
き
び
し
く
な
る
こ

の
シ
ー
ズ
ン
は
、
火
を
使
う
機
会
が

多
く
な
り
、
火
災
発
生
シ
ー
ズ
ン
で

も
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
家
庭
で

も
、
家
族
ひ
と
り
ひ
と
り
が
“
火
”

の
元
点
検
に
心
が
け
恐
ろ
し
い
火
災

を
坊
ぎ
ま
し
ょ
う
。

謙
災
雛
整
籔
雛
“

　
石
油
器
具
類
が
ト
ッ
プ

　
こ
と
し
の
市
内
火
災
発
生
状
況
は

別
表
の
と
お
り
、
テ
．
月
末
日
現
在

で
す
で
に
十
六
件
。
損
害
額
は
四
毛

四
百
．
五
テ
八
、
乃
ヒ
干
円
に
達
し
て
い

　
■
』
3
7
■
一
＝
＝
『
乙
＝
7
乙
＝
一
＝
曽
＝
曹
＝
二
＝
一
乙
＝
一
一
ニ
ロ
＝
『
■
；
一
『
3
一
＝
．
一
一
＝
－
＝
；
＝
＝
＝
＝
ご
一
；
曹
；
一
＝
甲

ア
ー
ケ
ー
ド
の
非
常
ば
し
ご
を
利
用

し
て
避
難
す
る
訓
練
（
崩
細
鯉
禰
）

　火災発生状況

　その他　　石油

　　　　　　器具類　　4件　　　　’
　　　　　　　　5件
　　　　16件
タバコ、焚火

2件爺膨

ま
す
。
こ
れ
を
原
因
別
に
み
る
と
、

石
油
器
具
類
に
よ
る
も
の
が
、
五
件

で
ト
ッ
フ
、
つ
づ
い
て
煙
突
の
不
備

．
．
．
件
、
電
機
器
具
．
一
件
、
タ
バ
コ
、

件
、
た
き
火
一
件
、
炭
火
鉢
一
件
等

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
ち

ょ
っ
と
し
た
火
の
不
始
末
で
起
き
て

。
；
・
一
7
＝
＝
一
『
7
二
＝
一
9
一
；
曹
一
■
。
＝
。
一
＝
；
＝
ξ
一
『
『
乙
噂
＝
響
．
；
＝
甲
＝
二
．
一
■
乙
廟
＝
『
；
＝
『
；
『

　
　
　
が
か
い
日
よ
　
　
で

　
　
　
煙
口
た
9
に
　
　
ト

練
　
　
　
　
　
　
・
　
月

　
　
　
火
入
づ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
を
出
根
－
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
道
階
屋
　
　
隊
　
　
一
　
。

　
引
剛
歩
ー
ド
去
助
　
ア
た

難
駅
奪
卜
雄
徽
」
孔

避
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
強
す
　
一
　
。
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
の

　
　
　
の
　
、
ア
　
一
（
　
　
ほ
も

で
ら
は
ら
避
隊
た
の

　
　
　
か
者
か
待
防
。
し
そ

区
り
難
階
に
消
す
施
剣

　
　
　
折
避
2
ド
衛
で
実
真

地
　
　
　
　
、
。
、
ン
自
定
で
は

　
　
　
火
り
り
ウ
目
想
所
練

目
出
あ
な
ラ
r
練
箇
訓

　
　
　
で
れ
と
グ
ー
訓
3
ど

丁
近
恐
能
校
町
難
の
な

　
　
　
付
の
可
高
本
避
内
演

”
誤
額
竺
穫

　
田

　
　
　
1
、
出
、
わ
ケ
は
降

本
町
り
脱
出
行
百
び

　
　
　
本
し
の
脱
朝
ア
当
跳

　
　
　
　
　
は
ら
に
早
る
　
　
の

い
ま
す
。
大
切
な
財
産
や
尊
い
生
命

を
奪
う
恐
ろ
し
い
火
災
を
防
ぐ
た
め

つ
ぎ
の
点
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
■
雪
お
ろ
し
等
で
ガ
ス
ボ
シ
ベ
や

配
管
が
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
堅
固

な
雪
囲
い
を
。

中条小で避難訓練
　中

条
小
学
校
（
貝
谷
東
吾
校
長
）

で
は
、
去
る
十
一
月
十
三
日
、
全

校
児
童
を
対
象
に
避
難
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た

　当日

は
、
午
後
一
時
、
中
条
小
学

校
家
庭
科
室
か
ら
出
火
と
想
定
ー
。

緊
急
校
内
放
送
を
合
図
に
、
『
階

に
い
た
こ
ど
も
た
ち
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
ヘ
。
二
、
三
階
の
こ
ど
も
た
ち
は

正
面
玄
関
か
ら
急
い
で
避
難
し
ま

し
た
。
全
員
が
三
分
以
内
に
校
庭

横
空
地
に
集
合
、
反
省
会
を
行
な

い
ま
し
た
。

　
■
冬
期
は
雪
囲
い
な
ど
で
窓
が
ふ

さ
が
れ
る
の
で
、
避
難
ロ
を
確
保
し

て
お
く
。

　
■
石
油
な
ど
水
で
消
え
な
い
火
災

に
備
え
、
一
家
に
一
台
の
消
火
器
を

準
備
し
よ
う
。

飲
酒
運
転
追
放
・
ス
ピ
ー
ド
一
割
ダ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
毎
年
こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
積
雪
、

凍
結
に
よ
る
道
路
条
件
の
悪
化
、
及

び
年
末
年
始
で
飲
酒
機
会
が
多
く
な

る
こ
と
な
ど
か
ら
交
通
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
役
所
、
市
交
通
安
全

協
会
で
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
明
年

一
月
十
日
ま
で
を
冬
の
交
通
事
故
防

止
運
動
と
し
て
、
十
一
月
十
一
日
か

ら
は
じ
ま
っ
た
飲
酒
運
転
追
放
百
日

運
動
と
合
わ
せ
て
交
通
事
故
の
根
絶

を
図
り
ま
す
。
全
国
の
交
通
統
計
に

よ
る
と
、
酒
の
上
で
運
転
し
事
故
を

起
こ
し
た
り
違
反
で
つ
か
ま
っ
た
人

の
飲
酒
先
の
調
査
で
は
、
↓
般
の
家

庭
の
場
合
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
飲
酒
運
転
の
追
放
は
ま
ず

家
庭
か
ら
、
　
「
お
父
さ
ん
、
車
と
お

酒
と
ど
っ
ち
に
す
る
の
…
…
」
と
い

う
よ
う
に
家
族
会
議
で
「
飲
酒
運
転

を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
こ
と
を
し

っ
か
り
と
約
束
し
ま
し
ょ
う
。

　
運
動
の
重
点
事
項

○
歩
行
者
事
故
の
防
止
（
特
に
通
学

　
・
通
園
路
の
安
全
を
図
る
）
。

○
ス
リ
ッ
プ
事
故
等
の
防
止
（
チ
ェ

　
ー
ン
及
び
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
等
の
装

　
着
と
ス
ピ
ー
ド
一
割
ダ
ウ
ン
運
転

　
の
励
行
）
。

○
踏
切
事
故
の
防
止
。

冬
期
間
の
ご
み
収
集
に
ご
協
力
を

　
降
雪
期
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
十

日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
で

は
、
ご
み
収
集
の
方
法
を
夏
期
か
ら

冬
期
収
集
計
画
（
十
二
月
一
日
～
三

月
、
二
十
一
日
）
に
切
り
か
え
実
施
し

て
い
ま
す
。
冬
期
間
の
ご
み
収
集
計

画
は
、
す
で
に
衛
生
組
合
長
さ
ん
を

通
じ
て
配
布
済
み
で
す
が
、
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
留
意
し
て
欲
し
い
こ
と

　
■
も
え
る
ご
み
は
、
水
切
り
を
十

　
分
に
。

　
■
不
燃
物
は
、
で
き
る
だ
け
各
家

　
庭
で
保
管
し
、
雪
消
え
後
に
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
■
降
雪
の
た
め
、
収
集
車
を
乗
り

　
入
れ
で
き
な
く
な
る
町
内
は
、
指

　
定
し
た
最
寄
り
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を

出
す
場
合
、
除
雪
車
の
妨
げ
に
な

ら
な
い
よ
う
、
除
雪
終
了
後
に
出

す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
収
集
当
日
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
前
後
五
摺
以
内
に
駐
車
し
な
い

よ
う
。
ま
た
、
集
め
た
ご
み
を
車

な
ど
で
押
し
つ
ぶ
し
た
り
散
乱
し

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
事
業
所
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
多

量
の
ご
み
は
各
自
の
責
任
に
お
い

て
自
ら
運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。
（
古

タ
イ
ヤ
、
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
廃

油
は
受
付
け
で
き
ま
せ
ん
）

■
冬
場
の
高
木
沢
埋
立
地
は
、
収

容
能
力
が
少
な
い
た
め
、
一
般
の

ご
み
以
外
の
大
量
の
ご
み
は
処
理

で
き
な
い
の
で
、
可
燃
物
は
一
蛎

以
内
（
家
屋
廃
材
二
観
以
内
）
に

し
て
焼
却
場
へ
、
不
燃
物
は
消
雪

後
霧
谷
へ
運
ぶ
か
ま
た
は
自
己
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

強力な味方SM－15型雪上車

　厳しい冬を迎え、市ではこのたび雪上車を

購入、漉野部落に配置しました。

　この雪上車は、厚生省の国庫補助金を得て

420万円で購入した5人乗りSM－15。

　下条東下組地区の圧雪と患者輸送に活躍す

ることになりまし．た1。
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、
識

公
凄

　市では、道路交通の整備、教育文化施設の拡充、

福祉行政の推進など3本の基本的施策を中心に行

政を進めています一。
　去る6月から校舎改築工事が進められた大池小

学校赤倉分校では、このほど鉄筋校會が完成、去

る11月14日喜びの竣工式が行なわれました。
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一
㌔

　
新
校
舎
は
、
銑
筋
二
階
建
の
近
代

的
な
建
物
で
、
校
舎
と
屋
内
運
動
場

の
延
五
百
六
十
ヒ
平
方
宿
を
総
事
業

費
六
干
．
互
十
四
万
円
で
完
成
し
た
も

の
で
す
。

　
一
階
は
職
員
室
、
給
食
室
、
図
書

室
、
理
科
室
、
保
健
室
な
ど
が
あ
り

．
一
階
は
教
室
二
（
一
、
二
、
三
年
用

と
四
、
五
、
六
年
用
）
児
童
会
室
一
、

家
庭
科
室
一
、
音
楽
準
備
室
等
と
な

っ
て
い
ま
す
。

校
舎
完
成
で
こ
ど
も

た
ち
は
大
喜
び

　
赤
倉
部
落
の
人
達
に
校
舎
完
成
の

感
想
を
聞
い
て
み
る
と
、
「
学
校
を
心

の
支
え
」
に
頑
張
り
た
い
と
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
ど
も
た

ち
も
大
喜
び
。
庭
野
幸
栄
・
吉
伸
君

（
六
年
）
や
阿
部
ゆ
み
（
六
年
）
・
博

美
（
、
一
年
）
さ
ん
は
「
設
備
の
い
い
、

こ
ん
な
ス
テ
キ
な
学
校
で
勉
強
で
き

る
な
ん
て
最
高
。
特
に
運
動
場
は
天

井
も
高
く
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
や

っ
て
も
ガ
ラ
ス
を
割
る
心
配
も
な
い

の
で
の
び
の
び
運
動
が
で
き
る
」
と

大
喜
び
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
担
任

の
篠
山
先
生
も
「
赤
倉
の
こ
ど
も
達

は
礼
儀
正
し
く
明
る
い
チ
ば
か
り
。

新
校
舎
完
成
で
思
う
存
分
、
勉
強
と

運
動
が
で
き
る
」
と
完
成
の
喜
び
を

か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

　
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
こ
と
し
も
、
卜
．
．
月
．
、
．
ト
一
日
現

在
で
昭
和
五
卜
年
工
業
統
計
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
後
日
、
調
査
員
が

㊤鉄筋校舎に生れかわった大池小赤倉分校

㊦新校舎をあとに先生に見送られ下校する

　こどもたち

各
事
業
所
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

みんなで考えよう明日のにいがた

　よりよい明日のにいがプ．’をめざし、みんなで私たち

の新潟県を考えよう一 。をテー マに県下6会場で講演

会と討論会が開かれますが、i』日町市会場では、去る11

月29日市民会館で地場産業をテーマに行なわれました。

　まず、東京女子大教授伊藤善市氏の講演「地場産業と

近代経営」を聞いたあと、加藤県商工労働部長、春日十

日町市長、田口商工会議所副会頭、諸里睦織物社長らが

ト日町市産業の現状と、かかスている問題点、発展策等

を発表。参加者はこれらの発表討論の内容に熱心に耳

を傾けていま1、．た。

「
地
場
産
業
と
近
代
経
営
」
の
講
演

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者
た
ち
。

講
議
飴
年
賀
状
交
換
を
取
り
や
め

　
　
　
　
市
議
会
全
員
協
議
会
で
申
し
合
わ
せ

　
十
日
町
市
議
会
（
丸
山
尚
政
議
長
）

は
、
去
る
十
一
月
二
十
一
日
の
全
員

協
議
会
で
お
互
い
年
賀
状
の
交
換
等

は
取
り
や
め
よ
う
と
申
し
合
わ
せ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
こ
の
ほ
ど
施
行
さ
れ
た

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
っ
て
、

市
議
会
議
員
等
は
、
親
族
に
対
す
る

場
合
を
除
き
、
選
挙
区
内
の
人
達
に
、

通
常
一
般
の
社
交
と
し
て
行
わ
れ
る

寄
付
、
花
輪
、
供
花
、
香
典
、
祝
儀

な
ど
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

際
、
年
賀
状
も
取
り
や
め
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

新
校
舎
お
め
で
と
う

　
　
庭
野
吉
伸
（
舩
脳
小
赫
範
）

　
新
校
舎
は
、
六
月
か
ら
仕
事
を
は

じ
め
、
十
一
月
に
完
成
し
た
。
い
ま

ま
で
は
、
や
す
み
時
間
に
外
に
で
て

も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
な
い
た
め
、
野

球
も
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
田
ん

ぼ
を
利
用
し
て
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
を

や
っ
た
。
雨
の
降
る
日
は
、
運
動
場
で

遊
ぶ
し
か
な
い
。
こ
の
運
動
場
も
狭

く
好
き
な
遊
び
も
で
き
な
か
っ
た
。

ぼ
く
は
早
く
学
校
が
で
き
れ
ば
い
い

と
お
も
っ
た
。
ぼ
く
た
ち
六
年
生
は
、

古
い
学
校
に
五
年
間
と
七
ヵ
月
間
お

世
話
に
な
っ
た
。
新
し
い
学
校
に
は
、

五
ヵ
月
間
は
い
ら
れ
る
の
で
、
、
楽
し

く
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
た
ち
は
、
新
校
舎
の
は
じ
め

て
の
卒
業
生
だ
か
ら
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。

古
い
校
舎
よ
あ
り
が
と
う

　
　
　
庭
野
紀
世
美
（
倣
樋
小
赫
箱
）

　
新
し
い
校
舎
が
や
っ
と
で
き
た
。

二
階
建
の
屋
上
づ
き
の
鉄
筋
だ
。
新

し
い
校
舎
に
入
っ
た
ら
、
な
に
を
し

よ
う
。
み
ん
な
と
一
緒
に
お
に
ご
っ

こ
や
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
の
も
い

い
な
。
う
ま
の
り
を
し
て
も
い
い
。

　
新
し
い
校
舎
で
勉
強
や
運
動
に
が

ん
ば
り
た
い
。
古
い
校
舎
、
い
ま
ま

で
あ
り
が
と
う
。
雪
が
重
か
っ
た
だ

ろ
う
。
虫
や
つ
ば
め
が
巣
を
作
っ
て

い
や
だ
っ
た
ろ
う
。
新
し
い
校
舎
よ

こ
れ
か
ら
古
い
校
舎
に
ま
け
ず
頑
張

p
っ
て
く
だ
さ
い
。
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火
を
確
か
め
て

　
　
　
　
幸
せ
を
明
日
に
つ
な
ぐ
火
の
始
末

　
寒
さ
も
一
段
と
き
び
し
く
な
る
こ

の
シ
ー
ズ
ン
は
、
火
を
使
う
機
会
が

多
く
な
り
、
火
災
発
生
シ
ー
ズ
ン
で

も
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
家
庭
で

も
、
家
族
ひ
と
り
ひ
と
り
が
“
火
”

の
元
点
検
に
心
が
け
恐
ろ
し
い
火
災

を
坊
ぎ
ま
し
ょ
う
。

謙
災
雛
整
籔
雛
“

　
石
油
器
具
類
が
ト
ッ
プ

　
こ
と
し
の
市
内
火
災
発
生
状
況
は

別
表
の
と
お
り
、
テ
．
月
末
日
現
在

で
す
で
に
十
六
件
。
損
害
額
は
四
毛

四
百
．
五
テ
八
、
乃
ヒ
干
円
に
達
し
て
い

　
■
』
3
7
■
一
＝
＝
『
乙
＝
7
乙
＝
一
＝
曽
＝
曹
＝
二
＝
一
乙
＝
一
一
ニ
ロ
＝
『
■
；
一
『
3
一
＝
．
一
一
＝
－
＝
；
＝
＝
＝
＝
ご
一
；
曹
；
一
＝
甲

ア
ー
ケ
ー
ド
の
非
常
ば
し
ご
を
利
用

し
て
避
難
す
る
訓
練
（
崩
細
鯉
禰
）

　火災発生状況

　その他　　石油

　　　　　　器具類　　4件　　　　’
　　　　　　　　5件
　　　　16件
タバコ、焚火

2件爺膨

ま
す
。
こ
れ
を
原
因
別
に
み
る
と
、

石
油
器
具
類
に
よ
る
も
の
が
、
五
件

で
ト
ッ
フ
、
つ
づ
い
て
煙
突
の
不
備

．
．
．
件
、
電
機
器
具
．
一
件
、
タ
バ
コ
、

件
、
た
き
火
一
件
、
炭
火
鉢
一
件
等

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
ち

ょ
っ
と
し
た
火
の
不
始
末
で
起
き
て

。
；
・
一
7
＝
＝
一
『
7
二
＝
一
9
一
；
曹
一
■
。
＝
。
一
＝
；
＝
ξ
一
『
『
乙
噂
＝
響
．
；
＝
甲
＝
二
．
一
■
乙
廟
＝
『
；
＝
『
；
『

　
　
　
が
か
い
日
よ
　
　
で

　
　
　
煙
口
た
9
に
　
　
ト

練
　
　
　
　
　
　
・
　
月

　
　
　
火
入
づ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
を
出
根
－
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
道
階
屋
　
　
隊
　
　
一
　
。

　
引
剛
歩
ー
ド
去
助
　
ア
た

難
駅
奪
卜
雄
徽
」
孔

避
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
強
す
　
一
　
。
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
の

　
　
　
の
　
、
ア
　
一
（
　
　
ほ
も

で
ら
は
ら
避
隊
た
の

　
　
　
か
者
か
待
防
。
し
そ

区
り
難
階
に
消
す
施
剣

　
　
　
折
避
2
ド
衛
で
実
真

地
　
　
　
　
、
。
、
ン
自
定
で
は

　
　
　
火
り
り
ウ
目
想
所
練

目
出
あ
な
ラ
r
練
箇
訓

　
　
　
で
れ
と
グ
ー
訓
3
ど

丁
近
恐
能
校
町
難
の
な

　
　
　
付
の
可
高
本
避
内
演

”
誤
額
竺
穫

　
田

　
　
　
1
、
出
、
わ
ケ
は
降

本
町
り
脱
出
行
百
び

　
　
　
本
し
の
脱
朝
ア
当
跳

　
　
　
　
　
は
ら
に
早
る
　
　
の

い
ま
す
。
大
切
な
財
産
や
尊
い
生
命

を
奪
う
恐
ろ
し
い
火
災
を
防
ぐ
た
め

つ
ぎ
の
点
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
■
雪
お
ろ
し
等
で
ガ
ス
ボ
シ
ベ
や

配
管
が
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
堅
固

な
雪
囲
い
を
。

中条小で避難訓練
　中

条
小
学
校
（
貝
谷
東
吾
校
長
）

で
は
、
去
る
十
一
月
十
三
日
、
全

校
児
童
を
対
象
に
避
難
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た

　当日

は
、
午
後
一
時
、
中
条
小
学

校
家
庭
科
室
か
ら
出
火
と
想
定
ー
。

緊
急
校
内
放
送
を
合
図
に
、
『
階

に
い
た
こ
ど
も
た
ち
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
ヘ
。
二
、
三
階
の
こ
ど
も
た
ち
は

正
面
玄
関
か
ら
急
い
で
避
難
し
ま

し
た
。
全
員
が
三
分
以
内
に
校
庭

横
空
地
に
集
合
、
反
省
会
を
行
な

い
ま
し
た
。

　
■
冬
期
は
雪
囲
い
な
ど
で
窓
が
ふ

さ
が
れ
る
の
で
、
避
難
ロ
を
確
保
し

て
お
く
。

　
■
石
油
な
ど
水
で
消
え
な
い
火
災

に
備
え
、
一
家
に
一
台
の
消
火
器
を

準
備
し
よ
う
。

飲
酒
運
転
追
放
・
ス
ピ
ー
ド
一
割
ダ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
毎
年
こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
積
雪
、

凍
結
に
よ
る
道
路
条
件
の
悪
化
、
及

び
年
末
年
始
で
飲
酒
機
会
が
多
く
な

る
こ
と
な
ど
か
ら
交
通
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
役
所
、
市
交
通
安
全

協
会
で
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
明
年

一
月
十
日
ま
で
を
冬
の
交
通
事
故
防

止
運
動
と
し
て
、
十
一
月
十
一
日
か

ら
は
じ
ま
っ
た
飲
酒
運
転
追
放
百
日

運
動
と
合
わ
せ
て
交
通
事
故
の
根
絶

を
図
り
ま
す
。
全
国
の
交
通
統
計
に

よ
る
と
、
酒
の
上
で
運
転
し
事
故
を

起
こ
し
た
り
違
反
で
つ
か
ま
っ
た
人

の
飲
酒
先
の
調
査
で
は
、
↓
般
の
家

庭
の
場
合
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
飲
酒
運
転
の
追
放
は
ま
ず

家
庭
か
ら
、
　
「
お
父
さ
ん
、
車
と
お

酒
と
ど
っ
ち
に
す
る
の
…
…
」
と
い

う
よ
う
に
家
族
会
議
で
「
飲
酒
運
転

を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
こ
と
を
し

っ
か
り
と
約
束
し
ま
し
ょ
う
。

　
運
動
の
重
点
事
項

○
歩
行
者
事
故
の
防
止
（
特
に
通
学

　
・
通
園
路
の
安
全
を
図
る
）
。

○
ス
リ
ッ
プ
事
故
等
の
防
止
（
チ
ェ

　
ー
ン
及
び
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
等
の
装

　
着
と
ス
ピ
ー
ド
一
割
ダ
ウ
ン
運
転

　
の
励
行
）
。

○
踏
切
事
故
の
防
止
。

冬
期
間
の
ご
み
収
集
に
ご
協
力
を

　
降
雪
期
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
十

日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
で

は
、
ご
み
収
集
の
方
法
を
夏
期
か
ら

冬
期
収
集
計
画
（
十
二
月
一
日
～
三

月
、
二
十
一
日
）
に
切
り
か
え
実
施
し

て
い
ま
す
。
冬
期
間
の
ご
み
収
集
計

画
は
、
す
で
に
衛
生
組
合
長
さ
ん
を

通
じ
て
配
布
済
み
で
す
が
、
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
留
意
し
て
欲
し
い
こ
と

　
■
も
え
る
ご
み
は
、
水
切
り
を
十

　
分
に
。

　
■
不
燃
物
は
、
で
き
る
だ
け
各
家

　
庭
で
保
管
し
、
雪
消
え
後
に
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
■
降
雪
の
た
め
、
収
集
車
を
乗
り

　
入
れ
で
き
な
く
な
る
町
内
は
、
指

　
定
し
た
最
寄
り
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を

出
す
場
合
、
除
雪
車
の
妨
げ
に
な

ら
な
い
よ
う
、
除
雪
終
了
後
に
出

す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
収
集
当
日
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
前
後
五
摺
以
内
に
駐
車
し
な
い

よ
う
。
ま
た
、
集
め
た
ご
み
を
車

な
ど
で
押
し
つ
ぶ
し
た
り
散
乱
し

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
事
業
所
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
多

量
の
ご
み
は
各
自
の
責
任
に
お
い

て
自
ら
運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。
（
古

タ
イ
ヤ
、
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
廃

油
は
受
付
け
で
き
ま
せ
ん
）

■
冬
場
の
高
木
沢
埋
立
地
は
、
収

容
能
力
が
少
な
い
た
め
、
一
般
の

ご
み
以
外
の
大
量
の
ご
み
は
処
理

で
き
な
い
の
で
、
可
燃
物
は
一
蛎

以
内
（
家
屋
廃
材
二
観
以
内
）
に

し
て
焼
却
場
へ
、
不
燃
物
は
消
雪

後
霧
谷
へ
運
ぶ
か
ま
た
は
自
己
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

強力な味方SM－15型雪上車

　厳しい冬を迎え、市ではこのたび雪上車を

購入、漉野部落に配置しました。

　この雪上車は、厚生省の国庫補助金を得て

420万円で購入した5人乗りSM－15。

　下条東下組地区の圧雪と患者輸送に活躍す

ることになりまし．た1。
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、
識

公
凄

　市では、道路交通の整備、教育文化施設の拡充、

福祉行政の推進など3本の基本的施策を中心に行

政を進めています一。
　去る6月から校舎改築工事が進められた大池小

学校赤倉分校では、このほど鉄筋校會が完成、去

る11月14日喜びの竣工式が行なわれました。

盈お』殖β35

一
㌔

　
新
校
舎
は
、
銑
筋
二
階
建
の
近
代

的
な
建
物
で
、
校
舎
と
屋
内
運
動
場

の
延
五
百
六
十
ヒ
平
方
宿
を
総
事
業

費
六
干
．
互
十
四
万
円
で
完
成
し
た
も

の
で
す
。

　
一
階
は
職
員
室
、
給
食
室
、
図
書

室
、
理
科
室
、
保
健
室
な
ど
が
あ
り

．
一
階
は
教
室
二
（
一
、
二
、
三
年
用

と
四
、
五
、
六
年
用
）
児
童
会
室
一
、

家
庭
科
室
一
、
音
楽
準
備
室
等
と
な

っ
て
い
ま
す
。

校
舎
完
成
で
こ
ど
も

た
ち
は
大
喜
び

　
赤
倉
部
落
の
人
達
に
校
舎
完
成
の

感
想
を
聞
い
て
み
る
と
、
「
学
校
を
心

の
支
え
」
に
頑
張
り
た
い
と
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
ど
も
た

ち
も
大
喜
び
。
庭
野
幸
栄
・
吉
伸
君

（
六
年
）
や
阿
部
ゆ
み
（
六
年
）
・
博

美
（
、
一
年
）
さ
ん
は
「
設
備
の
い
い
、

こ
ん
な
ス
テ
キ
な
学
校
で
勉
強
で
き

る
な
ん
て
最
高
。
特
に
運
動
場
は
天

井
も
高
く
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
や

っ
て
も
ガ
ラ
ス
を
割
る
心
配
も
な
い

の
で
の
び
の
び
運
動
が
で
き
る
」
と

大
喜
び
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
担
任

の
篠
山
先
生
も
「
赤
倉
の
こ
ど
も
達

は
礼
儀
正
し
く
明
る
い
チ
ば
か
り
。

新
校
舎
完
成
で
思
う
存
分
、
勉
強
と

運
動
が
で
き
る
」
と
完
成
の
喜
び
を

か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

　
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
こ
と
し
も
、
卜
．
．
月
．
、
．
ト
一
日
現

在
で
昭
和
五
卜
年
工
業
統
計
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
後
日
、
調
査
員
が

㊤鉄筋校舎に生れかわった大池小赤倉分校

㊦新校舎をあとに先生に見送られ下校する

　こどもたち

各
事
業
所
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

みんなで考えよう明日のにいがた

　よりよい明日のにいがプ．’をめざし、みんなで私たち

の新潟県を考えよう一 。をテー マに県下6会場で講演

会と討論会が開かれますが、i』日町市会場では、去る11

月29日市民会館で地場産業をテーマに行なわれました。

　まず、東京女子大教授伊藤善市氏の講演「地場産業と

近代経営」を聞いたあと、加藤県商工労働部長、春日十

日町市長、田口商工会議所副会頭、諸里睦織物社長らが

ト日町市産業の現状と、かかスている問題点、発展策等

を発表。参加者はこれらの発表討論の内容に熱心に耳

を傾けていま1、．た。

「
地
場
産
業
と
近
代
経
営
」
の
講
演

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者
た
ち
。

講
議
飴
年
賀
状
交
換
を
取
り
や
め

　
　
　
　
市
議
会
全
員
協
議
会
で
申
し
合
わ
せ

　
十
日
町
市
議
会
（
丸
山
尚
政
議
長
）

は
、
去
る
十
一
月
二
十
一
日
の
全
員

協
議
会
で
お
互
い
年
賀
状
の
交
換
等

は
取
り
や
め
よ
う
と
申
し
合
わ
せ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
こ
の
ほ
ど
施
行
さ
れ
た

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
っ
て
、

市
議
会
議
員
等
は
、
親
族
に
対
す
る

場
合
を
除
き
、
選
挙
区
内
の
人
達
に
、

通
常
一
般
の
社
交
と
し
て
行
わ
れ
る

寄
付
、
花
輪
、
供
花
、
香
典
、
祝
儀

な
ど
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

際
、
年
賀
状
も
取
り
や
め
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

新
校
舎
お
め
で
と
う

　
　
庭
野
吉
伸
（
舩
脳
小
赫
範
）

　
新
校
舎
は
、
六
月
か
ら
仕
事
を
は

じ
め
、
十
一
月
に
完
成
し
た
。
い
ま

ま
で
は
、
や
す
み
時
間
に
外
に
で
て

も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
な
い
た
め
、
野

球
も
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
田
ん

ぼ
を
利
用
し
て
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
を

や
っ
た
。
雨
の
降
る
日
は
、
運
動
場
で

遊
ぶ
し
か
な
い
。
こ
の
運
動
場
も
狭

く
好
き
な
遊
び
も
で
き
な
か
っ
た
。

ぼ
く
は
早
く
学
校
が
で
き
れ
ば
い
い

と
お
も
っ
た
。
ぼ
く
た
ち
六
年
生
は
、

古
い
学
校
に
五
年
間
と
七
ヵ
月
間
お

世
話
に
な
っ
た
。
新
し
い
学
校
に
は
、

五
ヵ
月
間
は
い
ら
れ
る
の
で
、
、
楽
し

く
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
た
ち
は
、
新
校
舎
の
は
じ
め

て
の
卒
業
生
だ
か
ら
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。

古
い
校
舎
よ
あ
り
が
と
う

　
　
　
庭
野
紀
世
美
（
倣
樋
小
赫
箱
）

　
新
し
い
校
舎
が
や
っ
と
で
き
た
。

二
階
建
の
屋
上
づ
き
の
鉄
筋
だ
。
新

し
い
校
舎
に
入
っ
た
ら
、
な
に
を
し

よ
う
。
み
ん
な
と
一
緒
に
お
に
ご
っ

こ
や
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
の
も
い

い
な
。
う
ま
の
り
を
し
て
も
い
い
。

　
新
し
い
校
舎
で
勉
強
や
運
動
に
が

ん
ば
り
た
い
。
古
い
校
舎
、
い
ま
ま

で
あ
り
が
と
う
。
雪
が
重
か
っ
た
だ

ろ
う
。
虫
や
つ
ば
め
が
巣
を
作
っ
て

い
や
だ
っ
た
ろ
う
。
新
し
い
校
舎
よ

こ
れ
か
ら
古
い
校
舎
に
ま
け
ず
頑
張

p
っ
て
く
だ
さ
い
。



良
略
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鋭
い
質
間
に
答
弁
者
側
も
真
剣

　
　
　
　
　
　
　
　
活
発
だ
っ
た
青
年
議
会

　
青
少
年
連
絡
協
議
会
（
丸
山
実
会

長
）
主
催
の
青
年
議
会
は
、
去
る
十

一
月
三
十
日
（
日
）
市
民
会
館
ホ
…

ル
を
議
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
平
均
年
齢
二
十
二
．
二
歳
の
青
年

議
員
（
男
十
四
人
・
女
七
人
）
と
答

弁
者
（
春
日
市
長
を
は
じ
め
、
助
役
、

収
入
役
、
教
育
長
、
総
務
課
長
、
企

画
財
政
課
長
、
建
設
課
長
、
農
林
課

長
、
商
工
課
長
、
環
境
課
長
、
社
会

教
育
課
長
、
社
会
福
祉
事
務
所
長
）

は
議
場
壇
上
に
そ
れ
ぞ
れ
八
の
字
型

に
な
ら
び
、
青
年
の
質
問
と
そ
れ
に

対
す
る
答
弁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
青
年
議
員
の
質
問
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
も
の
で
す
が
、
い
ず
れ
も
本
市

黒懲

囎
屡

縣
職
糺

◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

　
　
　
り
ま
す

　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
又
、
べ
に
ざ
け
は
川
を
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉦
耶
　
」

馳
轡
灘

ぞ
玖
凝
鳶
嚇

の
現
状
に
直
面
し
た
も
の
や
、
市
将

来
の
問
題
な
ど
今
後
の
十
日
町
市
発

展
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
ば
か
り
で

し
た
。

　
な
お
、
議
場
に
は
、
た
く
さ
ん
の

傍
聴
者
が
集
ま
り
熱
心
に
メ
モ
を
と

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
明
日
の
十
日
町
を
考
え
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
青
年
議
会
は
、

活
発
な
討
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　
…
質
間
す
る
大
熊
さ
ち
こ
議
員

質
間
要
旨

　
福
祉
関
係
…
精
薄
児
及
び
肢
体
不

自
由
者
（
児
〉
の
問
題
．
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
。
保
育
所
問
題
等
，

　
道
路
問
題
…
冬
期
間
の
交
通
確
保

（
除
雪
対
策
）
。
道
路
の
整
備
等
．
、

　
産
業
間
題
…
織
物
産
業
と
農
業
の

展
望
。
農
業
の
振
興
対
策
。
冬
期
間

の
仕
事
確
保
に
つ
い
て
。
農
業
後
継

者
育
成
。
出
稼
ぎ
問
題
。

　
そ
の
他
…
教
育
問
題
。
青
少
年
の

育
成
　
水
質
汚
染
に
つ
い
て
　
雪
ま

つ
り
関
係
。
掲
示
板
と
回
覧
板
，
公

共
施
設
の
建
設
。

農
地
の
転
用
に
は
許
可

　
申
請
を

　
田
畑
等
農
地
を
住
宅
、
工
場
建
築
、

植
林
等
の
目
的
で
農
地
以
外
に
転
用

す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
に
よ
り
県

知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
申
請
し
て
か
ら
許
可
に
な
る
ま
で

約
二
ヵ
月
位
要
し
ま
す
の
で
早
目
に

申
請
を
し
、
許
可
を
受
け
て
か
ら
工

事
に
着
手
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
く
わ
し
く
は
お
近
く
の
農

業
委
員
ま
た
は
市
農
業
委
員
会
養

し
…
．
．
．
．
、
、
番
V
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。内

職
相
談
の
ご
利
用
を

　
最
近
、
家
庭
の
外
で
働
ら
く
こ
と

か
困
難
な
L
婦
等
の
内
職
希
望
や
内

職
発
注
事
業
所
等
の
求
人
相
談
が
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
．
、
県
で
は
、

つ
ぎ
の
日
程
で
巡
回
内
職
相
談
を
開

催
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
十
二
月
十
九
日
（
毎
月
第

　
．
．
一
金
曜
日
、
一
月
の
み
第
四
金
曜

　
日
〉
午
前
十
時
～
午
後
三
時

　
と
こ
ろ
十
日
町
市
役
所

　
公
給
領
収
証
を
お
忘

　
れ
な
く

　
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
料
理
店
、

飲
食
店
、
旅
館
な
ど
を
利
用
し
た
場

合
に
は
、
十
露
の
料
理
飲
食
等
消
費

税
が
か
か
り
、
お
店
で
は
公
給
領
収

証
を
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
が
料
金
と
い

っ
し
ょ
に
税
金
を
納
め
た
し
る
し
で

す
か
ら
、
必
ず
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
一
定
の
金
額
（
宿
泊
し

た
と
き
一
人
三
千
四
百
円
、
飲
食
し

砂
石

　
麹
あ

　
槍
＋

ツ
穆
b

㏄
ゆ

鵬
多

　
醤

　
z
騒
｝

－
β

　
9
　
邸

　
　
昌
蠕

　
“
、
　
、
舗
い

⑳　
　
’
‘

頚
メ
　
　
　
　
　
説
、
・

　
　
㌧
、
・
．
二
『

榎
穆
．
．

影纏
脚

　
繭

　
樋

∠
り
　
炉

蔦

．

ヲ総
レ
，

螺

釧
聡
．

ソ
昌
　
　
，

　
－
　
、

N
・
、
　
＼

　
　
ト

無魑
麟

¶
、

、

蘭
散
脚
－

》
－
騨

隼
索
欝
雛
⑳
ご
み
醸
難

　
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
、
燃
え
る
ご
み
だ
け
つ

ざ
の
日
程
で
収
集
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
燃

λ
な
い
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
焼
却
場
へ
の
持
込
み

は
十
、
一
月
三
十
一
日
ま
で
受
付
け
ま
す
。
年
始
の
収
集
は
一
月

五
日
か
ら
平
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

特
別
年
末
収
集
区
域
表

日

町
　
　
内
　
　
名

本
町
東
一
、
宮
下
東
・
西
、
諏
訪
町
、
神
明
町
、
学
校
町
、

水
野
町
、
若
宮
町
、
田
中
東
・
西
・
本
通
り
、
川
原
町
、

12
月

田
川
町
一
～
、
二
、
上
川
町
、
新
座
一
～
四
、
本
町
四
．
五

29
日
（
月
）

・
六
の
一
～
三
、
西
浦
東
・
西
、
昭
和
町
四
、
旭
町
、
稲

荷
町
一
・
二
・
三
の
東
、
本
町
七
の
一
～
二
、
三
和
町
、

四
日
町
、
四
日
町
新
田

高
田
町
一
～
五
、
高
田
町
三
東
・
西
・
南
、
丸
山
町
、
稲

荷
町
三
本
通
り
・
三
南
・
北
・
西
、
西
本
町
、
稲
荷
町
四
、

千
代
田
町
、
八
幡
田
町
、
島
、
春
日
町
一
～
三
、
桜
木
町
、

美
雪
町
、
錦
町
、
高
山
二
・
三
・
四
、
本
町
一
上
．
下
、

12
月

本
町
西
一
、
本
町
二
、
袋
町
東
・
中
・
西
、
昭
和
町
一
、

30
日
（
火
）

栄
町
、
山
本
町
一
～
五
、
川
治
上
町
・
中
町
．
下
町
、
内

後
、
谷
内
丑
、
千
歳
町
、
寿
町
、
河
内
町
、
妻
有
町
、
水

沢
国
道
沿
い
、
本
町
三
、
昭
和
町
二
～
三
、
加
賀
糸
屋
町
、

関
口
樋
口
町
、
西
寺
町
、
七
軒
町
、
泉
町
、
駅
通
り
、
北

新
田
、
城
之
古
、
中
条
・
下
条
国
道
沿
い

た
と
き
干
七
百
円
）
以
下
の
飲
食
や

宿
泊
に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業

　
▽
大
渕
幸
市
（
中
条
上
町
）
：

衣
類
▽
丸
山
喜
平
（
吉
田
山
谷
）
香
典

返
し
…
…
一
二
万
円
▽
内
藤
直
義
（
椌

木
）
…
…
千
円
▽
服
部
会
計
事
務
所

…
…
六
千
五
百
二
十
九
円
▽
手
島
渉

（
田
川
町
三
）
…
…
千
円
▽
匿
名
…

…
干
五
百
円
▽
小
原
ク
ニ
（
原
）
・

…
モ
円
▽
大
井
田
扇
踊
会
…
：
二
万

円
▽
十
日
町
専
門
店
会
…
…
二
十
万

円
▽
酒
井
晃
（
駅
通
り
）
香
典
返
し

…
…
十
万
円
▽
市
農
協
・
婦
人
部
…

…
十
万
円
▽
俵
山
タ
ケ
（
中
条
中
町
）

…
…
も
ち
米
二
斗

　
歳
末
た
す
け
合
い

　
▽
庭
野
日
敬
…
…
二
十
万
円
▽
群

馬
県
人
会
：
…
三
千
円
▽
大
渕
幸
市

（
中
条
上
町
）
…
…
衣
類
▽
馬
場
小

P
T
A
…
…
衣
類
▽
市
農
協
…
…
衣

類
。

　
公
民
館
へ

　
▽
酒
井
晃
（
駅
通
り
）
…
…
五
万

円
（
図
書
購
入
費
と
し
て
）

211．44K㎡（11月1日現在）11，534／面積50，484人（男24，553・女25，931〉／世帯数■市勢／人口
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灘
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騰
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丁らノ

究
皇
ハ
年

　
　
　
　
多
改
ゼ
σ
へ

撤
翫
が
「
交
通
安
全
祈
願
」

穣
冬
の
吹
き
さ
ら
し
で
、
こ
の
と
こ
ろ
一
段

　
と
冷
え
込
ん
だ
早
朝
の
街
角
。

　
キ
リ
ッ
と
し
た
制
服
に
身
を
つ
つ
ん
だ
大

　
島
新
三
隊
長
の
警
笛
は
、
威
勢
よ
く
鳴
り
、

　
真
白
い
手
袋
が
冬
の
陽
ざ
し
に
印
象
的
に

　
映
え
た
、
t
。

零
こ
う
し
た
交
通
指
導
員
（
常
勤
二
名
、
非
常

　
勤
十
名
）
の
努
力
や
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

　
ご
協
力
に
か
か
わ
ら
ず
、
悲
惨
な
交
通
事

　
故
は
後
を
た
た
ず
、
昨
年
市
内
で
は
、
死
者

　
六
人
、
負
傷
者
百
六
十
九
人
が
犠
牲
に
な

　
り
ま
し
た
。
交
通
事
故
絶
滅
は
「
運
転
者
、

　
歩
行
者
の
自
覚
が
最
も
大
切
」
と
い
う
も

　
の
の
、
不
注
意
に
よ
る
事
故
、
悪
質
な
飲

　
酒
運
転
事
故
な
ど
も
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
き
て

　
い
る
。

穣
年
の
始
め
に
あ
た
り
、
交
通
指
導
員
は
全

　
員
で
諏
訪
神
社
に
参
拝
　
　
．

　
　
こ
と
し
が
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
年
で
あ
る

　
よ
う
「
交
通
安
全
祈
願
」
を
行
な
い
ま
し
た
．

壌
市
民
み
ん
な
で
交
通
安
全
を
心
が
け
、
こ

　
　
と
し
こ
そ
、
悲
惨
な
事
故
を
な
く
し
た
い

　
　
も
の
。

1蕊，
　□231号□

ことしもどうぞよろしく

広報協力員　庭野泰明・鈴木　蘭

　　　　　十高漫研クラブ


